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スポーツの秋です！

10月10日（日〉の体育の日、村民マラソン・ジョ

ギング大会が行われ、多くの子供達が参加し

ました。青く透き通った秋晴れの中、参加者

は2km、3km、4km、5kmのコースに挑んで

いました。
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・いろんな秋をウォツチングー・②～③
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秋
も
徐
々
に
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

色
々
な
秋
の
行
事
を
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

し
て
み
ま
し
た
。

ス
ポ
葱
ツ
の
秋

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ

れ
、
各
種
目
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

高
木
杯
テ
ニ
ス
大
会
（
1
0
／
3
）

◆
男
子
の
部

　
優
勝
　
池
田
　
優
　
　
（
宮
　
中
）

　
2
位
　
山
本
　
健
吉
（
通
り
山
）

　
3
位
　
中
島
　
良
夫
（
十
日
町
市
）

◆
女
子
の
部

　
優
勝
　
樋
口
　
綾
香
（
十
日
町
市
）

　
2
位
　
佐
藤
　
宏
子
（
上
　
山
）

　
3
位
　
小
宮
山
幸
子
（
上
　
山
）

大
村
建
設
杯
少
年
野
球
大
会
（
m
／
9
〉

　
優
勝
　
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

　
2
位
　
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス

　
3
位
　
倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
4
位
　
高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

◆
最
優
秀
選
手
賞

　
太
島
秀
典
（
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
）

◆
優
秀
選
手
賞

　
桐
生
直
樹
（
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス
）

　
鈴
木
直
人
（
倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

　
樋
口
卓
（
高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

中
里
剣
道
大
会
（
1
0
／
1
0
）

◆
男
子
の
部

　
優
勝
　
村
山
武
志
（
東
田
沢
中
1
）

　
2
位
　
吉
楽
拓
也
（
上
　
山
小
6
）

　
3
位
　
清
水
賢
志
（
荒
　
屋
中
2
）

◆
女
子
の
部

　
優
勝
　
鈴
木
有
香
（
重
　
地
小
6
）

　
2
位
　
清
水
露
輝
（
荒
　
屋
小
6
）

　
3
位
　
吉
楽
美
里
（
上
　
山
小
5
）

◆
低
学
年
の
部

　
優
勝
　
若
月
　
涼
（
山
　
崎
小
4
）

　
2
位
　
滝
沢
　
光
（
重
　
地
小
3
）

◆
最
優
秀
選
手
賞

　
鈴
木
有
香
（
重
　
地
小
6
）

村
民
マ
ラ
ソ
ン
・

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
（
m
／
1
0
）

◆
小
学
生
1
年
男
子

　
優
勝
　
山
田
哲
也

　
2
位
　
林
　
隼
人

　
3
位
　
桐
生
俊
紀

◆
小
学
生
2
年
男
子

　
優
勝
　
井
之
川
渡

（
2
㎞
）

9
分
4
4
秒

10
分
0
9
秒

10
分
1
4
秒

（
2
㎞
）

9
分
0
9
秒

▲メーン！

　
2
位
　
田
中
陽
介

　
3
位
　
高
橋
雄
大

◆
小
学
生
3
年
男
子
（
3
㎞
）

　
優
勝
　
南
雲
良
二

　
2
位
　
鈴
木
大
貴

　
3
位
　
滝
沢
　
光

◆
小
学
生
4
年
男
子
（
3
㎞
）

　
優
勝
　
樋
口
葉
太

　
2
位
　
吉
楽
淳
史

　
3
位
　
太
島
悠
輔

◆
小
学
生
5
年
男
子
（
4
㎞
）

　
優
勝
　
南
雲
大
輝

　
2
位
　
根
津
俊
一

◆
小
学
生
6
年
男
子
（
4
㎞
）

　
優
勝
　
太
島
秀
典

　
2
位
　
広
田
直
樹

　
3
位
　
斎
喜
哲
也

◆
中
学
生
男
子
（
5
㎞
）

　
優
勝
　
鈴
木
裕
希

　
2
位
　
吉
楽
和
也

　
3
位
　
桑
原
雄
樹

◆
一
般
男
子
（
3
㎞
）

　
優
勝
　
服
部
秀
樹

　
2
位
　
滝
沢
　
智

　
3
位
　
村
山
勝
利

◆
一
般
男
子
（
5
㎞
）

　
優
勝
　
織
田
護
老

◆
小
学
生
1
年
女
子
（
2
㎞
）

9　9
分分
1914
秒秒

13

分
52
秒

14
分
0
9
秒

14
分
1
0
秒

12
分
5
3
秒

13
分
2
9
秒

13
分
5
9
秒

2119
分分
0534
秒秒

16
分
4
1
秒

16
分
4
4
秒

16
分
4
8
秒

18
分
1
4
秒

18

分
54
秒

19
分
1
8
秒

11
分
2
9
秒

n
分
4
2
秒

12
分
4
7
秒

21
分
2
9
秒

醐嚥麗謹懸鵜
▲秋晴れの中いい汗かきました

　
優
勝
　
広
田
真
祈
子

　
2
位
　
富
井
結
貴
奈

　
3
位
　
上
原
梨
紗

◆
小
学
生
2
年
女
子
（
2
㎞
）

　
優
勝
　
太
島
佑
佳

　
2
位
　
渡
辺
陽
菜

　
3
位
　
高
橋
杏
奈

◆
小
学
生
3
年
女
子
（
2
㎞
）

優
勝
中
島
由
貴

　
2
位
　
南
雲
千
里

　
3
位
　
南
雲
淑
衣

◆
小
学
生
4
年
女
子
（
2
㎞
）

　
優
勝
　
村
山
絵
里

　
2
位
　
太
島
香
織

　
3
位
　
高
野
真
奈
美

◆
小
学
生
5
年
女
子
（
3
㎞
）

　
優
勝
　
鈴
木
千
絵
美

　
2
位
　
村
山
菜
美

　
3
位
　
桑
原
萌
美

◆
小
学
生
6
年
女
子
（
3
㎞
）

　
優
勝
　
古
高
慶
子

　
2
位
　
大
口
恵
美
子

◆
中
学
生
女
子
（
3
㎞
）

　
優
勝
　
鈴
木
彩
加

　
2
位
　
藤
ノ
木
千
寛

　
3
位
　
樋
口
歩
美

◆
［
般
女
子
（
2
㎞
）

　
優
勝
　
広
田
文
伊

　
2
位
　
上
原
幸
子

　
3
位
　
高
野
よ
し
子

◆
小
学
生
男
子
リ
レ
ー

　
優
勝
　
田
沢
小
学
校

　
（
上
原
隼
人
、
広
田
直
樹
、

　
2
位
　
倉
俣
小
学
校

　
（
斎
喜
哲
也
、
鈴
木
裕
也
、

　
3
位
　
貝
野
小
学
校

　
（
桐
生
英
樹
、
鷹
巣
　
哲
、

◆
中
学
生
男
子
リ
レ
ー

　
優
勝
　
中
里
中
学
校

　
（
斎
喜
英
哲
、
桑
原
雄
樹
、

　
2
位
　
中
里
中
学
校

　
（
吉
楽
和
也
、

高
野
雄
毅
）

　
　
2
5
分
4
1
秒

鈴
木
直
人
）

　
　
2
6
分
0
0
秒

中
島
和
人
）

　
　
　
　
　
　
2
2
分
0
3
秒

　
　
　
　
山
田
亮
太
）

　
　
　
　
　
　
2
3
分
0
8
秒

江
口
弘
展
、
富
井
通
信
）イ蕎〔23天22　入26天25毅25　131111　121212　1514　161514　 888　10108　 1098　 11119）分）分　）分）分）分　分分分　分分分　分分　分分分　分分分　分分分　分分分　分分分
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　秒秒　秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒

　
3
位
　
中
里
中
学
校
　
　
　
2
3
分
2
2
秒

　
（
鈴
木
裕
希
、
福
崎
純
基
、
吉
楽
雅
大
）

◆
一
般
リ
レ
ー

　
優
勝
　
田
沢
小
P
T
A
　
　
2
4
分
57
秒

　
（
服
部
秀
樹
、
吉
楽
正
巳
、
村
山
勝
利
）

　
2
位
　
倉
俣
小
P
T
A
　
　
2
7
分
4
4
秒

　
（
鈴
木
一
夫
、
滝
沢
　
智
、
南
雲
京
子
）

◆
小
学
生
女
子
リ
レ
ー

　
優
勝
　
高
道
山
小
学
校
　
　
2
9
分
1
7
秒

　
（
古
高
友
里
、
樋
口
絵
里
、
古
高
慶
子
）

　
2
位
　
貝
野
小
学
校
　
　
　
2
9
分
4
4
秒

　
（
桐
生
恵
美
子
、
山
田
み
な
み
、
山
田
は
る
か
）

◆
中
学
生
女
子
リ
レ
ー

　
優
勝
　
中
里
中
学
校
　
　
　
2
5
分
4
5
秒

　
（
樋
口
歩
美
、
島
田
智
代
、
井
ノ
川
靖
子
）

　
2
位
　
中
里
中
学
校
　
　
　
2
7
分
2
2
秒

　
（
樋
口
弘
美
、
吉
楽
な
つ
き
、
富
井
真
希
）

　
3
位
　
中
里
中
学
校
　
　
　
2
7
分
2
9
秒

　
（
山
田
久
美
子
、
井
ノ
川
望
、
藤
ノ
木
良
美
）

パ
ナ
コ
ス
モ
ス
繋
力
廿
欝
杯
翁
薫
鯉

　
優
勝
ミ
オ
ン
ズ

　
準
優
勝
　
田
中
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
座
市
）

◆
最
優
秀
選
手
賞

　
大
勝
　
貴
（
ミ
オ
ン
ズ
）

◆
優
秀
選
手
賞

　
三
沢
啓
（
田
中
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）脚

　
　
　
　

　
　
　
聯
・

甑　
　
轍

　
　
　
珊

　
　
職

　
澱
　
灘
・

　
　
灘

　
徽
繊
燃
燃

　
　
　

　
　
灘

　
　
　
　
　

き
　
　
　
ハ
　

▲送りバント決まり？
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芸
　
能
　
祭

　
1
0
丹
31
日
㈲
、
芸
能
祭
が
行
わ
れ
、

会
場
と
な
っ
た
U
モ
ー
ル
は
多
く
の

人
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

　
数
々
の
踊
り
、
唄
、
楽
器
演
奏
、

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る

合
奏
や
吹
奏
楽
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
中
里
手
話
サ
ー
ク
ル

の
皆
さ
ん
の
手
話
に
よ
る
唄
や
手
品

も
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

灘

手話の唄もありました

〉
司
会
の
ト
オ
ち
ゃ
ん
と
イ
ッ
ち
ゃ
ん

▲佐藤民謡教室の皆さん▲キメのポーズもバッチリ▲箏美会の箏演奏

▲ジャズダンスもきまっていました

　
1
0
月
3
0
日
㈹
～
11
月
1
日
㈲
中
里

村
総
合
セ
ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン
タ
ー

で
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
書
道
、
写
真
、
絵
画
、

生
花
、
陶
芸
、
手
芸
な
ど
数
々
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

絵
て
が
み
や
焼
き
物
の
体
験
教
室
も

行
わ
れ
、
子
供
達
は
先
生
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
筆
で
絵
て
が
み
を
書

い
た
り
、
慣
れ
な
い
手
付
き
で
ろ
く▲老人クラブ菊花盆栽展

ろ
を
回
し
な
が
ら
粘
土
と
格
闘
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
31
日
に
は
チ
ャ

リ
テ
イ
ー
茶
会
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た

人
達
は
、
一
服
の
お
茶
を
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。

麟響雛
■

　
難

▲数々のすばらしい作品が展示されていました

▲和菓子を食べながら一服のお茶▲すてきな絵手紙ができました▲ろくろを使うのはむずかしいよ

平成11年11月10日広報なかさと3



纏

雛

凱糞

饗灘灘

懸
川
荘
で
健
糠
．

　
　
　
　
福
祉
2
曇
瀟

　
1
0
月
1
7
日
㈲
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
七
川
荘
」
で
中
里
村
健
康
福

祉
フ
ェ
ア
9
9
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
ヲ

　
式
典
で
は
む
し
歯
の
な
い
子
（
3

歳
児
・
5
歳
児
）
、
献
血
功
労
者
、
社

会
福
祉
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
七
川
荘
内
に
は
、
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
i
利
用
体
験
、
介
護
保

険
・
健
康
福
祉
相
談
、
健
康
管
理
、
福▲園児の訪問に入所者も大喜び

耐
難

幽
耀
鞭

蒲

▲健康管理コーナーで健康チェック

祉
機
器
・
介
護
用
品
展
示
の
各
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人
達
は

血
圧
測
定
、
健
脚
度
テ
ス
ト
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
貝
野
保
育
園
の
園
児
達
も

訪
れ
、
大
勢
の
入
所
者
を
前
に
歌
や

踊
り
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
か
わ

い
い
園
児
達
の
訪
問
に
入
所
者
は
と

て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

◆
む
し
歯
の
な
い
子
表
彰

・
3
歳
児

　
大
口
　
巧
（
如
来
寺
）
、
樋
口
礼
生

（
上
山
）
、
瀧
澤
駿
（
田
中
）
、
丸

山
輝
久
（
田
中
）
、
藤
田
睦
子
（
田
中
）
、

渡
辺
大
貴
（
高
道
山
）
、
鈴
木
拓
海
（
倉

俣
）
、
藤
田
　
拳
（
宮
中
）
、
金
子
千

春
（
東
田
沢
）
、
井
之
川
桃
香
（
如
来

寺
）
、
羽
鳥
健
太
郎
（
新
屋
敷
）
、
羽

鳥
悠
太
郎
（
新
屋
敷
）
、
中
島
和
希
（
堀

之
内
）
、
村
山
拓
洋
（
田
沢
）
、
千
原

航
平
（
上
山
）
、
江
口
希
望
（
干
溝
）
、

杉
谷
礼
智
（
荒
屋
）
、
石
澤
有
紗
（
荒

屋
）
、
神
戸
隆
太
（
荒
屋
）
、
樋
口
芳

信
（
山
崎
）
、
村
山
昴
汰
（
白
羽
毛
）
、

村
山
泰
寛
（
程
島
）
、
南
雲
智
大
（
芋

川
）

▲むし歯のない子3才児表彰

・
5
歳
児

　
池
田
夏
美
（
如
来
寺
）
、
椿
井
柾
成

（
上
山
）
、
吉
楽
桃
子
（
上
山
）
、
廣

田
知
里
（
小
原
）
、
富
井
峻
介
（
荒
屋
）
、

杉
谷
忠
信
（
荒
屋
）
、
春
日
想
楽
（
山

崎
）
、
渡
辺
仁
美
（
高
道
山
）
、
山
田

健
太
（
東
田
尻
）
、
南
雲
友
貴
（
芋
川
）
、

鈴
木
健
太
（
重
地
）
、
南
雲
咲
実
（
堀

之
内
）

▲むし歯のない子5才児表彰

◆
国
保
長
期
健
康
者
表
彰

　
古
高
徳
之
（
桔
梗
原
）
、
竹
藤
正
人

（
芋
川
）
、
山
本
重
樹
（
桂
）

◆
献
血
功
労
者
表
彰

　
山
本
勝
利
（
通
り
山
）
、
阿
部
小
百

合
（
高
道
山
）

◆
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

　
桑
原
寛
平
（
田
代
）
、
樋
ロ
キ
ミ
（
小

原
）　

纏

　馨懸

謹i

…嗣職蝋鵬繍甑

難
醸
灘
嬢
難
韮
“
灘
欝
、

▲社会福祉功労者表彰

，
蒙
灘
ン
塗
か
さ
と
周
辺
の
堤
防
霞

　
　
　
　
　
　
　
河
川
敷
で
．
＝
ミ
拾
“
叢
癒

　
1
0
月
1
7
日
㈲
、
貝
野
地
区
の
衛
生

委
員
、
住
み
よ
い
郷
土
を
作
る
会
の

皆
さ
ん
が
宮
中
ダ
ム
か
ら
堀
之
内
の

堤
防
ま
で
の
ゴ
ミ
拾
い
を
、
ま
た
、

20

日
㈱
に
は
建
設
業
者
と
役
場
職
員

で
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
下
流
の
河
川
敷

の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
鉄
ク
ズ
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
を
回
収
し
、
開
発
の
進
む
ミ

オ
ン
な
か
さ
と
周
辺
の
環
境
美
化
に

ひ
と
汗
流
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
増
水
に
よ
り
流
れ
つ
い

た
ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
は
「
護
美
」
と
思
い
、
決
め
ら

れ
た
処
分
を
し
た
い
も
の
で
す
。

懸
　
難
昧

灘
曝
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ま

灘

▲ゴミの多さに驚き
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難
麗
な
る

　
　
　
　
　
プ
ロ
の
麟

　
1
0
月
1
5
日
樹
、
中
里
村
民
体
育
館

で
第
4
回
な
か
さ
と
ト
キ
メ
キ
大
学

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
ダ
ン

ス
に
賭
け
て
世
界
へ
羽
ば
た
く
」
と

題
し
、
由
代
出
身
で
元
全
日
本
ラ
テ

ン
ダ
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
桑
原
明
男

さ
ん
を
招
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
桑
原
さ
ん
は
「
東
電
学
園
を
卒
業

後
、
福
島
の
原
発
に
配
属
さ
れ
、
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
と
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
に

呼
ば
れ
社
交
ダ
ン
ス
と
出
会
い
、
少

し
ず
つ
そ
の
魅
力
に
は
ま
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
苦
し
い
練
習
を
重
ね
、

1
9
8
8
年
に
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
選
手
権
大
会
で
優
勝
、
1
9

9
1
年
の
日
本
武
道
館
で
の
日
本
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
選
手
権
大
会
の

優
勝
を
最
後
に
引
退
し
、
現
在
は
桑

原
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
で
若
手
を
育
て

る
事
に
全
力
投
球
し
て
い
る
」
と
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
坪▲桑原組の華麗な舞

で
も
踊
れ
る
ダ
ン
ス
講
習
会
を
行
い
、

会
場
の
人
達
は
隣
同
士
ペ
ア
を
組
み
、

桑
原
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
楽
し
そ

う
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
桑
原
明
男
・
佐
代
子
組

ほ
か
3
組
の
プ
ロ
の
華
麗
な
ダ
ン
ス

（
ル
ン
バ
、
ジ
ャ
イ
ブ
、
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
な
ど
）
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を

埋
め
尽
く
し
た
観
客
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲全員でダンス講習会

繋
野
小
学
校
蟹

．
響
楽
交
歓
会

　
1
0
月
2
6
日
㈹
、
貝
野
小
学
校
体
育

館
で
第
4
9
回
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
小

学
校
音
楽
交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
里
会
場
に
は
村
内
5
つ
の
小
学
校

の
児
童
、
先
生
方
が
集
ま
り
一
生
懸

命
練
習
し
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
交
歓
会
は
全
員
合
唱
の
「
歌
え
バ

ン
バ
ン
」
か
ら
始
ま
り
、
樽
ば
や
し
、

器
楽
演
奏
、
合
唱
、
リ
コ
ー
ダ
ー
合

奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
児
童
達
の
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー
、
楽
器
演
奏
が
響
き
渡
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
途
中
に
は
伊
野
、
渡

辺
、
伊
藤
、
片
山
の
4
人
の
先
生
に

よ
る
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
特

別
演
奏
も
あ
り
、
児
童
達
は
色
々
な

音
楽
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
奏

　
謙
合

　
　
器

＠
　
楽

　
　
の

　
　
轍罧鯉▲倉俣小学校の合奏

▲清津小学校の合唱
　　　饗
▲4人の先生による特別演奏

　
辮
喜
さ
ん
法
務
妻

翼
臣
表
彰
受
鐵

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の
永
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
0
月
1
5
日
倉
俣

の
齋
喜
正
甫
さ
ん
が
法
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
、
1
0
月
2
8
日
㈲
、
役
場

村
長
室
に
お
い
て
新
潟
地
方
法
務
局

十
日
町
支
局
の
星
野
支
局
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

』
奏

　
　
飴

　
　
轍

　
、
・
h

　
　
ノ

　
　
山

　
　
道

　
　
高

　
　
▲　　　▲貝野小学校のリコーダー合奏

平成11年1／月／0日

▲喜びの受賞

広報なかさと5



　
昭
和
3
5
年
4
月
に
倉
俣
小
学
校
小

出
分
校
と
高
道
山
小
学
校
角
間
分
校

が
一
緒
に
な
り
生
ま
れ
た
清
津
峡
小

学
校
が
創
立
4
0
周
年
を
迎
え
、
1
0
月

17

日
㈲
、
清
津
峡
小
学
校
体
育
館
で

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
児
童
に
よ
る
樽
ば
や
し
で

幕
を
開
け
、
山
本
村
長
、
藤
田
教
育

委
員
長
、
吉
村
n
代
校
長
の
祝
辞
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
児
童

が
「
多
く
の
先
輩
が
引
き
継
い
だ
伝

統
を
受
け
継
ぎ
更
に
未
来
へ
発
展
す

る
た
め
私
た
ち
1
9
人
は
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
私
た
ち
の
美
し
い
故
郷

に
あ
る
清
津
峡
小
学
校
で
学
べ
る
事

は
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。
い
つ
も
や

さ
し
く
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
清
津
峡
小
学
校
の
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
さ
ら
に
新
し
い
学
校
に
す

る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
清
津
川
の

流
れ
の
よ
う
に
絶
え
る
事
な
く
美
し

く
未
来
を
目
指
し
て
進
み
ま
す
」
と

よ
ろ
こ
び
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
祝
賀
会
に
入
り
、
思
い

出
話
な
ど
を
し
な
が
ら
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

纒
謡
、

▲児童全員でよろこびの言葉

醸
襲
雛
難
欝
野

肇
鯉
馨

驚

▲挨拶する小野塚校長

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
扮
月
2
5
日
㈲
、
十
日
町
農
協
女

性
部
中
里
支
部
か
ら
村
に
社
会
福

祉
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
、

柏
月
餌
日
㈲
に
行
っ
た
農
協
祭
の

バ
ザ
ー
収
益
金
1
9
、
8
0
0
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
収
益
金
は
、
地
域
福
祉
基

金
に
積
立
て
、
福
祉
事
業
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
ム
フ
の
時
期
、
こ
ん
な
季
節
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
と
い
う
こ
と
で
、
今
回

は
「
打
ち
豆
な
ま
す
」
の
作
り
方
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
作
り
方

①
大
根
、
干
椎
茸
、
人
参
を
干
切
り
に
、

　
ち
く
わ
を
薄
く
小
ロ
切
り
に
切
っ
て
お

　
く
。

②
打
ち
豆
を
さ
っ
と
洗
い
、

　
し
色
付
く
ま
で
妙
め
る
。

③
切
っ
て
お
い
た
椎
茸
、
人
参
、
，

④
材
料
に
火
が
通
っ
た
ら
、

　
下
味
を
付
け
、

⑤
砂
糖
大
さ
じ
二
杯
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
、

　
に
火
を
止
め
る
。

⑥
酢
を
少
し
ず
つ
加
え
な
が
ら
味
を
調
え
る
。

⑦
。
。
大
㎝
に
盛
り
つ
け
、

★
「
な
ま
す
」

　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス 水

を
切
っ
て
油
を
敷
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
豆
が
少

　
　
　
　
　
　
ち
く
わ
を
加
え
て
更
に
妙
め
る
。

　
　
　
　
み
り
ん
大
さ
じ
一
杯
と
塩
小
さ
じ
一
杯
を
加
え
て

千
切
り
に
し
た
大
根
を
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
根
が
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
す
る
う
ち

　
　
パ
セ
リ
を
ふ
り
か
け
て
で
き
あ
が
り
。

を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
瀧
澤
さ
ん
か
ら

・
打
ち
豆
は
焦
が
さ
な
い
よ
う
に
妙
め
ま
し
ょ
う
。

・
秋
大
根
は
甘
味
が
あ
る
の
で
、
切
っ
た
後
、
水
に
浸
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　
ょ
う
。
大
根
の
甘
味
が
逃
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

・
大
根
を
入
れ
た
ら
大
根
が
ベ
タ
つ
か
な
い
う
ち
に
手
早
く
妙
め
ま
し
ょ
う
。

・
パ
セ
リ
の
替
わ
り
に
千
切
り
に
し
た
長
ね
ぎ
を
入
れ
た
り
、
最
後
に
香
り
付

　
け
に
醤
油
を
入
れ
て
も
お
い
し
い
で
す
。

◆
「
な
ま
す
」
の
思
い
出

　
タ
ン
パ
ク
質
豊
富
な
大
豆
を
使
っ
て
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
、
な
ま
す
に

加
え
て
み
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
大
根
に
は
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
、
ビ
タ
ミ
ン
C
・

B
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
く
消
化
剤
の
働
き
を
し
ま
す
。
暑
か
っ
た
今
年
の
夏
の
疲

れ
を
主
婦
の
真
心
で
少
し
で
も
癒
し
て
や
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

こ
ぶ
し
会

　
　
瀧
澤
ノ
ヌ
さ
ん
（
田
中
）

◆
「
な
ま
す
」
の
材
料
（
約
1
0
人
分
）

・
大
根
（
中
）
…
…
…
4
／
2
本

・
打
ち
豆
（
市
販
の
も
の
）

　
　
　
　
　
…
－
…
－
－
／
3
0
9
位

・
干
椎
茸
（
小
）
、
…
…
…
…
：
4
枚

　
　
　
　
　
　
　
、

・
人
参
（
中
）
…
…
…
／
／
2
本

・
ち
く
わ
…
…
…
－
2
本
（
60
9
）

・
パ
セ
リ
又
は
長
ね
ぎ
…
…
…
少
々

・
砂
　
糖
…
…
…
…
…
大
さ
じ
2
杯

・
み
り
ん
…
…
…
…
…
大
さ
じ
／
杯

・
塩
…
…
－
…
－
…
…
・
・
小
さ
じ
／
杯

・
酢
…
…
…
…
…
…
・
・
大
さ
じ
4
杯

・
油
…
…
…
…
…
…
・
・
大
さ
じ
3
杯

・
醤
　
油
…
…
…
…
…
－
－
・
…
・
少
々

駿…纏　

瑳『

▲大根のシャキシャキ感がたまりません。
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ス
テ
キ
発
見

　
　
　
　
　
喜
び
の
表
彰
式

　
越
後
妻
有
ス
テ
キ
発
見
表
彰
式
が

10

月
1
6
日
出
、
十
日
町
市
の
ク
ロ
ス

ー0

で
開
催
さ
れ
、
受
賞
者
を
は
じ
め

2
5
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
地

酒
、
火
焔
土
器
レ
プ
リ
カ
な
ど
の
賞

品
が
並
び
、
1
0
0
点
の
入
賞
・
入

選
作
品
が
展
示
さ
れ
た
華
や
か
な
中
、

ス
テ
キ
発
見
大
賞
の
高
橋
賢
治
さ
ん

（
津
南
町
）
に
賞
状
と
大
地
の
芸
術
祭

で
の
個
展
開
催
の
目
録
、
副
賞
と
し

て
商
品
券
2
0
万
円
と
無
農
薬
有
機
栽

培
コ
シ
ヒ
カ
リ
9
0
㎏
が
贈
ら
れ
、
そ

の
後
次
々
に
各
賞
受
賞
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
入
選
者
一
人
ひ

と
り
に
雪
肌
米
6
㎏
が
手
渡
さ
れ
、

会
場
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
賞
品
提

供
者
の
方
々
か
ら
直
接
希
望
賞
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
地
元
審
査
委
員
長
を
務

め
て
い
た
だ
い
た
十
日
町
市
の
佐
野

良
吉
さ
ん
か
ら
審
査
員
の
コ
メ
ン
ト

を
含
め
て
講
評
が
あ
り
「
ス
テ
キ
マ

ッ
プ
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
」

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
巡
回
展
は
、
1
1
月
に
は
東
京
、
1
2

8乃人のスヲギ葵蒐嚢讐識

総
灘

を受ける高橋賢治さん

鷺
妻
灘
縷

・
　
縷
巖
嚥

月
に
は
新
潟
市

村
な
ど
）
、
1
2
月
以
降
に
当
地
域
内
で

順
次
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ
キ

・
マ
ッ
プ
は
来
年
3
月
に
刊
行
さ
れ
ま

す
。

ス
テ
キ
発
見

　
　
　
誌
上
展
覧
会

　
　
　
　
　
～
一
般
部
門
～

①
十
日
町
市
長
賞

　
八
海
山
に
雪
形
「
田
か
き
馬
」
を

　
探
せ
！

　
（
遠
藤
八
十
一
さ
ん
・
十
日
町
市
）

②
中
里
村
長
賞

　
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル

　
（
桜
井
大
士
さ
ん
・
長
岡
市
）

③
お
ら
が
賞

　
後
世
に
残
し
た
い
山
竹
細
工

　
（
庭
野
　
豊
さ
ん
・
十
日
町
市
）

　県
庁
、

ふ
る
さ1

と　▲ステキ発見大賞の

④
審
査
員
賞
（
真
野
響
子
）

　
お
婆
さ
ん
と
の
出
会
い

　
（
久
保
田
真
一
さ
ん
・
長
野
県
）

⑤
審
査
員
賞
（
大
岡
　
信
）

　
ち
ん
こ
ろ
市
に
て

　
（
津
野
文
夫
さ
ん
・
新
潟
市
）

⑥
審
査
員
賞
（
中
塚
大
輔
）

　
三
人
そ
ろ
っ
て
ヘ
ン
シ
ン

　
（
高
橋
早
苗
さ
ん
・
川
西
町
）

※
③
⑥
は
2
枚
組
み
写
真

①饗

　灘灘蒙
騰

撚
灘
．
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白
羽
毛
地
内
の
国
道
沿
い
に
き
れ

“
な
花
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
糖

だ
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
国
道
を
行

き
交
う
人
が
心
和
む
よ
う
に
と
樋
口

さ
ん
が
植
え
だ
も
の
で
す
。

　
今
回
の
ア
鯵
バ
イ
ザ
ー
さ
ん
は
心

や
さ
し
い
、
気
持
ち
の
豊
か
な
白
羽

毛
の
樋
口
久
被
さ
ん
驚
す
。

　
秋
の
収
穫
も
終
わ
り
、
野
沢
菜
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
8
年
に
農
村
地
域
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
研
修
会
や
集
り

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

生
産
調
整
等
農
村
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
、
作
業
の
き
つ
さ
等
農
村

は
暗
い
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

　
以
前
、
畑
の
線
虫
対
策
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
が
効
果
的
と
聞
き
、
道
路

沿
い
に
植
え
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
他
の
花
も
植
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
で
育
て
る
す
ば
ら
し

さ
、
そ
し
て
通
行
す
る
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
少
し
で
も
明
る
い
雰
囲

気
を
作
り
出
せ
た
ら
な
あ
と
思
っ
て

叢

い
ま
す
。
研
究
不
足
の
た
め
良
質
の

花
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
芽
が
出
て
か

ら
ど
ん
な
花
が
咲
く
か
楽
し
み
で
す
。

ひ
ま
わ
り
は
小
さ
な
苗
の
う
ち
か
ら

太
陽
の
方
を
向
き
、
花
が
咲
け
ば
色
々

な
虫
、
蜂
、
蝶
な
ど
が
蜜
を
吸
い
、

種
は
鳥
が
食
べ
ま
す
。
と
て
も
面
白

い
光
景
で
す
。
道
行
く
人
達
が
ど
ん

な
ふ
う
に
眺
め
な
が
ら
通
っ
て
い
る

の
か
考
え
る
と
楽
し
み
で
す
。

　
私
の
夢
は
3
5
3
号
線
を
“
花
街

道
”
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
で
も
、
い
つ
に
な
る

こ
と
や
ら
…
…
。

　
3
年
前
か
ら
東
京
品
川
チ

ャ
リ
テ
イ
ー
納
涼
祭
り
に
ア

ス
タ
ー
の
切
花
と
多
く
取
れ

た
野
菜
を
持
っ
て
仲
間
入
り

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

花
卉
生
産
農
家
の
品
物
と
は

比
較
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
安

価
と
い
う
こ
と
で
喜
ん
で
買
っ
て
く

れ
ま
す
。
開
花
時
期
を
合
わ
せ
て
来

年
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
遺
伝
子
組
み
替
え
大
豆
、
野

菜
、
ク
ロ
L
ン
肉
な
ど
話
題
に
な
っ

て
お
り
心
配
し
て
い
ま
す
。
虫
や
病

気
が
強
く
な
り
農
薬
散
布
の
回
数
が

多
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
で
き
る
だ

け
農
薬
を
少
な
く
し
て
安
全
な
野
菜

作
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
大
豆
は
畑
の
肉
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
大
変
良
い
食
品
で
す
。
私
は
味
噌

は
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
が
、
納
豆
は

自
分
で
作
り
、
冬
は
毎
日
欠
か
さ
ず

食
べ
て
い
ま
す
。
大
粒
で
味
も
香
り

も
と
っ
て
も
良
い
物
が
で
き
ま
す
。

　
最
近
は
手
軽
さ
か
ら
レ
ト
ル
ト
食

品
の
利
用
が
非
常
に
多
く
な
り
、
肥

満
や
成
人
病
等
の
害
が
と
や
か
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
自
然
な

物
、
自
家
野
菜
を
多
く
使
っ
た
物
で

食
卓
を
飾
り
、
皆
が
健
康
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

▲きれいな花で国道沿いを彩りまし
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任
期
満
了
に
伴
う
中
里
村
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
、
1
0
月
1
9
日
㈹
告
示
さ
れ
、

定
数
1
6
人
の
と
こ
ろ
1
8
人
の
立
候
補
の

届
出
が
あ
り
、
5
日
間
に
渡
る
激
し
い
，

選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
1
0

月
2
4
日
㈲
午
前
7
時
か
ら
投
票
が
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
1
6
人
の
当
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
開
か
れ
た
選

挙
会
で
当
選
が
確
定
し
、
翌
2
5
日
㈲
役

場
議
場
で
白
倉
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
か
ら
当
選
者
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

◆
当
日
有
権
者
数

◆
投
票
者
数

◆
投
　
　
票
　
　
率

◆
有
効
投
票
数

◆
無
　
　
　
　
効

5
　
1
3
7
（
男
2
、
5
0
1

4
、
7
7
8
（
男
2
、
3
2
4

93

・
01
％
　
　
（
男
92
・
92
％

4
、
7
4
9
票

29
票

　
女
2
、
6
3
6
）

　
女
2
、
4
5
4
）

女
9
3
・
1
0
％
）

，氏　　名 得票数
当　① 滝　沢　勝　義 326
当　③ 吉　楽　　　雄 321，087
当　① 鈴　木　一　郎 320，533
当　② 山　岸　角太郎 315
当　② 村　山　　　章 306
当　④ 斎　喜　宗一郎 302
当　④ 山　本　進　六 301
当　③ 吉　楽　周　治 294，998
当　① 鈴　木　善　雄 280，466
当　② 吉　楽　幸　司 269，913
当　④ 大　島　昭　三 259
当　① 山　田　隆太郎 254
当　② 久保田　之　三 253
当　③ 池　田　初　治 241
当　③ 南　雲　定一郎 205
当　③ 樋　ロ　　　戌 194，237

棄　原　清　一 186
樋　口　善　三 119，762

▲白倉選管委員長から当選証書の付与※○印内の数字は当選回数
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こ
ん
な
と
き
は
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
！

　
届
け
出
を
し
な
い
と
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
資
格
を
得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
よ
う
。

節
目
節
目
で

こ
ん
な
と
き
に
は

必
要
な
も
の

20

歳
に
な
っ
た
と
き

（
厚
生
年
金
・
共
済
組
ム
ロ
加
入
者
は
除
く
）

印
か
ん

国
民
年
金
の
加
入
者
が
厚
生
年
金
・
共
済
組
ム
ロ
に
加

入
し
た
と
き

印
か
ん
、
年
金
手
帳
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加

入
し
た
年
月
日
の
わ
か
る
書
類

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
加
入
を
や
め
た
と
き

（
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
合
わ
せ
て

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
）

印
か
ん
、
年
金
手
帳
、
退
職
年
月
日
の
わ
か
る
書
類

第
3
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
会
社
な
ど
を
変
わ
っ

た
と
き

印
か
ん
、
本
人
・
配
偶
者
の
年
金
手
帳
、
健
康
保
険

証
、
前
の
会
社
を
退
職
し
た
年
月
日
の
わ
か
る
書
類

配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き

（
結
婚
し
た
と
き
や
収
入
が
減
っ
た
と
き
）

印
か
ん
、
本
人
・
配
偶
者
の
年
金
手
帳
、
健
康
保
険

証
、
婚
姻
お
よ
び
扶
養
に
な
っ
た
年
月
日
の
わ
か
る

書
類

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

（
離
婚
し
た
と
き
や
収
入
が
増
え
た
と
き
）

印
か
ん
、
本
人
・
配
偶
者
の
年
金
手
帳
、
扶
養
か
ら

は
ず
れ
た
日
の
わ
か
る
書
類

住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

（
住
民
票
の
届
け
出
と
一
緒
に
で
き
ま
す
）

印
か
ん
、
年
金
手
帳

任
意
加
入
す
る
と
き
、
や
め
る
と
き

印
か
ん
、
年
金
手
帳

※
上
記
以
外
に
も
必
要
な
書
類
が
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

　
さ
れ
る
と
き
は
、
年
金
担
当
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
に
ぽ
便
利
欝
安
心
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
毎
月
振
り
込
む
手
間

が
省
け
る
ば
か
り
か
、
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
①
保
険
料
納
付
書

　
②
預
金
通
帳
（
届
け
出
印
）

　
こ
れ
ら
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
あ
る
口
座
振
替
申
込
み
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
手
続
き
し
ま
す
。
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
そ
の

後
は
毎
年
自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

年盆

平成11年10月の入札結果
工　　　事　　　名 場　　所 工　事　費 請　負　業　者

村道荒屋田沢1号支線改良工事 干　　溝 4，200，000円 大村建設株式会社
村道倉下土倉線舗装工事 土　　倉 4，200，000円 上越舗道株式会社
白羽毛ふれあいセンター建築工事 白羽毛 22，785，000円 太嶋木工　　太嶋平八
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（18工区） 芋　　川 15，855，000円 株式会社三高土木
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（19工区） 芋　　川 16，485，000円 有限会社滝沢重機
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（20工区） 芋　　川 10，710，000円 有限会社星野建設
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（21工区） 芋　　川 16，590，000円 株式会社鈴木土建
倉俣芋川地区配水管布設替工事（18・19工区） 芋　　川 2，520，000円 有限会社樋　口　水道
倉俣芋川地区配水管布設替工事（20・21工区） 芋　　川 5，775，000円 株式会社鈴木土建
汚水中継マンホールポンプ場設備工事 田　　沢 8，715，000円 新明和工業株式会社
村道清田山線道路改良工事 清田山 10，290，000円 有限会社星野建設
中央地区配水管布設替工事（荒屋農道） 荒　　屋 1，260，000円 大村建設株式会社

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

大
乗
仏
教
　
　
　
　
　
　
　
平
川
彰

考
古
学
と
自
然
科
学
ー

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
は
こ
こ
だ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
津
道
昭

人
類
は
核
戦
争
で
一
度
滅
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
川
卓
也

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
は

　
　
　
　
南
極
大
陸
だ
っ
た
！

　
　
　
　
　
　
ラ
ン
ド
・
フ
レ
マ
ス

　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ズ
・
フ
レ
マ
ス

沈
黙
の
大
陸
　
　
　
　
　
　
南
山
宏

飛
鳥
の
考
古
学
　
　
　
　
　
亀
田
博

超
図
解
M
a
c
　
O
S
　
8
・
5

　
　
　
　
　
　
　
エ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア

逆
引
き
m
×
o
Φ
一
〇
刈
　
m
×
o
Φ
一
〇
〇〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
亨

W
i
n
d
o
W
s
9
8

　
圧
縮
と
解
凍
の
秘
密
　
吉
野
敏
也

シ
ユ
レ
デ
イ
ン
ガ
ー
の
哲
学
す
る
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
薫

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
恋
愛
心
理
ゲ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亜
門
虹
彦

お
も
し
ろ
心
理
テ
ス
ト
　
浅
野
八
郎

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
大
全

　
デ
ィ
ヴ
ィ
ツ
ド
・
オ
ー
ヴ
ァ
ソ
ン

幸
せ
の
1
3
星
座
占
い
　
　
浅
野
八
郎

夢
占
い
　
　
　
　
　
梶
原
ま
さ
ゆ
め

天
風
先
生
の
「
心
の
学
校
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
添
勝
身

か
み
な
り
の
お
や
こ
　
　
瀬
名
恵
子

平成11年／1月10日広報なかさと9



圃國囹回

初
心
蓄
灘
鋸
調
ン

　
　
　
　
　
ー
闘
蘇
験
講
座

・
ア
ク
セ
ス
体
験
講
座

◆
目
時
　
12
月
4
日
出

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

◆
内
容

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
「
ア
ク
セ

ス
」
の
使
い
方
の
体
験
コ
ー
ス
で
す
。

デ
ー
タ
の
整
理
、
集
計
、
フ
ァ
イ
ル

等
を
学
び
ま
す
。

◆
受
講
料
　
6
、
5
0
0
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◆
締
切
り
　
判
月
2
6
日
樹

※
定
ロ
貝
1
7
名
に
な
り
次
第
締
切
り

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
講
座

◆
目
時
　
η
月
1
1
日
出

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

◆
内
容

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
や
接

続
等
の
体
験
コ
ー
ス
で
す
。

◆
受
講
料
　
7
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◆
締
切
り
　
η
月
3
日
樹

※
定
員
2
0
名
に
な
り
次
第
締
切
り

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

　
魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
西
泉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
i
l

　
E
O
2
5
7
1
7
2
－
4
5
5
4

ほ
く
朦
慈
線
沿
線

　
　
　
　
　
太
墨
琴
演
葵
会

◆
日
時
　
1
1
月
2
1
日
⑭

　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

◆
会
場

　
松
代
町
　
産
業
物
産
館

　
　
　
　
2
階
　
常
春
ホ
ー
ル

◆
入
場
　
無
　
料

◆
参
加
流
派

　
新
堀
芸
術
学
院
教
室
、
ヤ
マ
パ
流
、

木
村
流
、
中
之
島
流
、
琴
伝
流
、
琴

名
流
、
各
地
J
A
教
室

行
政
相
談

　
　
　
　
懇
談
螢
開
催

　
行
政
相
談
懇
談
会
は
、
一
般
の
方

か
ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
に
担
当

行
政
機
関
が
直
接
お
答
え
す
る
場
で

す
。
質
問
者
は
会
場
内
で
挙
手
さ
れ

た
人
の
中
か
ら
司
会
者
が
指
名
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

新
潟
行
政
監
察
事
務
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
1
1
月
2
6
日
囲

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

◆
場
所

　
津
南
町
役
場
　
3
階
大
会
議
室

◆
問
合
せ
・
申
込
み
先

　
新
潟
行
政
監
察
事
務
所
　
行
政
相

　
談
課

　
E
O
2
5
1
2
2
4
1
3
5
1
3

保坂悠人くん（・歳）⑫
泰裕・弥生さん夫妻の長男（芋沢）

電車の大好きな悠人くん。家の前

の踏切の遮断機の音が鳴ると電車を

見に行きます。運転手さんに手を振

ると、運転手さんも悠人くんに手を

振ってくれます。動物も大好きで、

ペットの犬に自分のおやつを分けて

あげたりしています。また、いたず

らは天下一品。あちこちの電気のコ

ンセントを引き抜いたり、水の入っ

た入れ物をひっくり返したり、家の

中は大騒ぎです。

お母さんは「元気が一番、明る＜

皆さんの敷地内に、昔の小さな道路や水路、地番のない土地が入り込んでいることはありませんか。

これらの大半は国有地です。（下図参照）　このような国有地をそのままにしておくと、将来家屋を建

て替えたり、借入金の担保にするときなど、何かと障害になります。

この度、11月25日休）に関東財務局新潟財務事務所主催の財務行政懇話会が行われますが、併せて国

有財産に関する行政相談（無料）を開設しますので、お気軽にご相談ください。

◆目　時11月25日休）午前9時30分～11時30分
◆会　　場中里村総合センター2階小会議室
◆問い合せ先　大蔵省関東財務局　新潟財務事務所総務課　盈0257－229－2631

（現況） （公図写）

車庫

1422
”
1
斐
“

1423－1
il萎

ii、霜

嚢
萎
i
翻

1423－3

皿1畦畔

團旧道路

旧水路
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翻蹴翻轡
厩
騰
ー
削

よしみ｛星野雛｝荒屋

藤｛猪股箋瀞新屋敷

かんな｛井之川群｝如来寺

｛井ノ川秀幸　如来寺
山本めぐみ　津南町

｛村山　　敦　田　沢
島田里美　倉　俣

讐
南雲ヨリ井（91）上　山

阿部クリ（97）新屋敷

樋口文市（74）朴木沢

山本五郎（74）小　出

山本キヌ（92）　桂

南雲清二（83）上　山

高橋セン（103）田　中
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

窃月の納税と振替目

■固定資産税　（胴月30日）

■圏保税駁鞘月3⑧日）

■国民年金　翻月欝臼）

■保　　欝　　料　　（1翻＄0臼）

・■上準水道料　「醐月麗鱒

《
第
5
回
な
か
さ
と
ト
キ
メ
キ
大
学
》

◆
日
時
知
籍
御
9
時
3
。
分
　
β
騨
嘔

◆
場
所
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
2
　
、

◆
内
　
容

　
テ
ー
マ
　
　
「
ア
ー
ト
に
よ
る
村
づ
く
り
と
越
後
妻
有
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
現
代
ア
ー
ト
は
参
加
し
て
み
て
お
も
し
ろ
い
～

　
・
講
演
　
　
「
ア
ー
ト
で
街
も
人
も
若
返
る
」

　
・
講
師
　
里
創
プ
ラ
ン
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
北
川
フ
ラ
ム
　
様

《
中
里
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
盈
大
会
》

◆
日
時
1
1
月
2
8
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分
～

◆
場
所
中
里
村
民
体
育
館

◆
種
　
目
　
小
学
生
の
部
・
一
般
み
部
（
中
学
生
以
上
）

◆
チ
ー
ム
編
成
　
登
録
メ
ン
バ
ー
は
1
0
名
と
す
る
。

◆
申
込
締
切
　
1
1
月
1
9
日
樹

◆
申
込
・
問
合
せ
先
　
中
里
村
教
育
委
員
会
　
盈
6
3
i
4
4
7
8

点検を承諾する前に必ず契約業者であるかを確認しましょう。

契紬業者驚麟い揚盒は一一

嚢通馨繍翻嬌報
難欝繍繍鰯嚢総翻醗馨灘繋畿藝

26件

◆身分証明書等の提示を求める。　　◆はっきりと点検を拒否する。

◆契約書にハンコを押さない。

※不適正な点検や高額請求をする点検業者が、居直ったり、脅迫的な言

動に出た時は、近くの警察署、消防署に通報してください。

点検業者の拳副ま一一
◆特に消火器をたくさん設置している

防火対象物を狙ってきます。

○支店、出張所等の出先が多い事業

　所等。
○スーパー・百貨店等。

○私立の学校・幼稚園等。

◆出入りの点検業者を巧妙に装います。

●交通事故件数

●死

●傷

者

者

1人

●死亡事故

30人

106日

　　　　本社の方で言わ
　　　れて消火器の点検
　　　　に来ました。

では、すぐに

消火器の点検を始め

ますから……。　　　この契約奮に

　　　　　サインかパンコを
　　　　　お願いします。

。訪葡こ電話をかけて信用させま、誠あればこっちのも徳．

　す。

○本社などからの依頼のように装い

　ます。

◆点検の承諾をあいまいにすると素早

く消火器を集めだします。

○正規の契約業者の点検内容をみて、

　点検の理由をでっちあげます。

◆内容を説明せず、一見合法的な書面

に署名、押印を求めてきます。

○点検等の理由づけが記入された一

　見合法的に見える契約書を提示し

　てきます。

11 広報なかさと　　平成11年1帽10日



11月は、3・6・9・12月決算法人の中間または確定分にかかる

消費税及び地方消費税の申告と納税の月です。期限内に申告と納税

をお済ませください。

◆問合せ先　十日町税務署　盈52－3181

◆日時11月19日囲午前10時～午後3時
◆場所中里村デイサービスセンター
◆相談担当者　人権擁護委員　濱野孝司、齋喜正甫

新潟地方法務局十日町支局においては、十日町市及び川西町、津

南町、中里村、東頸城郡の内松代町、松之山町に本店のある会社等

の印鑑証明書を交付していますが、より安全で簡単な「カード式印

鑑間接証明方式」に変更する準備を進めています。詳しくは次のと

おりですので新方式への切替えにご協力をお願いします。

◆新方式の「カード式印鑑間接証明方式」一とは、会社・法人の代表

者等仁対し「印鑑カード」を発行し、会社・法人の代表者等の印

鑑証明書の交付請求には、申請書（会社等の届出印の押印不要）

とともに、この「印鑑カード」を提出してする方式です。

◆十日町市及び川西町、津南町、中里村、東頸城郡の内松代町、松

之山町に本店あるいは主たる事務所を置いている会社・法人の代

表者等の印鑑が対象となります。

◆会社・法人等には1月中旬から順次、印鑑カード交付申請書を郵

送してご案内させていただきます。会社・法人の代表者の方は当

支局において、印鑑カードの交付を受けてください。

◆印鑑カードの交付を受けるまでは、今までと同じ方法で会社・法

人の代表者等の印鑑証明書の交付をしますが、平成12年7月6日

からは、すべて新方式に切り替わります。

◆問合せ先　新潟地方法務局十日町支局　B52－2575

11／14 本町クリニツク禅』需1

霞　11／21 池田医院禅箭鴇
・11／23 川西町診療所宥ll8函2蹄
備
　
　 11／23 津南病院誕5試謝
葭
　
　 11／28 長山医院誕6扇2留

　
庭
先
の
柿
の
実
が
赤
く
色
付
き
、

回
り
の
山
々
も
き
れ
い
に
紅
葉
し
て

き
ま
し
た
。
弁
当
を
持
っ
て
家
族
、

友
達
な
ど
と
紅
葉
狩
に
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
最
近
、
寒
く
な
っ
て
き
て
、
朝
、

暖
か
い
フ
ト
ン
か
ら
出
る
の
が
つ
ら

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
と
5
分
、

も
う
3
分
な
ど
と
し
て
い
る
と
「
何

時
だ
と
思
っ
て
ら
ん
、
早
く
起
き
ら

つ
し
ゃ
い
」
と
天
か
ら
の
声
。
こ
ん

な
場
面
、
皆
さ
ん
身
に
覚
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
益
々
寒
く
な

り
起
き
る
の
が
つ
ら
く
な
り
ま
す
が
、

気
合
を
入
れ
て
フ
ト
ン
か
ら
飛
び
起

き
て
、
一
日
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　11月15日～12月5日

カレンダー
15（月）

16㈹

ポリオ生ワクチン　合保健センター
0／4：00～14二30受付

遊びの教室　合総合センター
09：30～10：00受付

版画教室　合中里村総合センター
（！）19：30～21：30

17㈱

18休）

2歳児健診（歯科）　合保健センター
013二〇〇～13二30受付

男のクッキングタイム　合保健センター
（⊃19：30～21：30

19團
心配ごと相談（樋□虎治郎）合ディサービ
スセンター　013：30～16：00
特設人権相談所　合ディサービスセンター
010二〇〇～15二〇〇

20仕）

21（日〉

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（三）／1：00～／1二40

中里バレーボール大会　合中里村民体育館
08：00～
中里卓球大会　合田沢小学校体育館
08：30～

22（月） q

23㈹ 祝日　勤労感謝の日

24㈱
ポリオ生ワクチン　合保健センター
0／4二〇〇～／4二30受付

版画教室　合中里村総合センター
019：30～2／二30

25休） 男のクッキングタイム　合保健センター
0／9：30～21：30

26囲 心配ごと相談（南雲勝男）　合ディサービスセンター　0／3二30～16二〇〇

27仕）

28（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（：）／1：00～／1二40

ミュージック・プラネ　合ユーモール

019二30～
中里ユニホッケー大会　合中里村民体育館
08二30～

29（月）

30㈹
1㈱

2休） 3歳児健診　合保健センター
0／3：00～13：30受付

3囲 心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービスセ：ンター　013二30～16二〇〇

4㈲
5
（日〉 ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ

ーノレ　　01／二〇〇～1／：40

論欝麗灘欝恥、、鐘聾簿．

　　　10月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，281人（十1）

　　　女3，288人（一3）
　　　計　6，569人（一2）
●世帯数　　　　1，708　（十1）
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